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東海第二発電所 重大事故等対処設備の窒素・空気ボンベに対する扱いについて 

○窒素・空気ボンベの機器区分について 

  重大事故等対処設備として配備する窒素・空気ボンベは，重大事故等時の対応において迅速

に対応することに加え，保守点検時等において，容易に交換・取外しができるよう，一般産業

品であるボンベ（移動式容器）を使用場所のボンベラックに固定して使用する計画である。 

このように，一般産業品である移動式容器を使用することは，汎用性が高く，故障時等にあ

っても柔軟に交換ができることから，機器区分を可搬型重大事故等対処設備（SA クラス 3）と

するとともに，常時系統に接続し系統と隔離した状態で保管することで，重大事故等時に迅速

に対応でき，重大事故等の対策において高い信頼性が確保できる。 

なお，窒素・空気ボンベは，可搬型重大事故等対処設備として，設置許可基準規則第 43 条

第 1項及び第 3項に適合するものであり，使用場所において接続状態で保管することに対して

も，常設重大事故等対処設備が同規則第 43 条第 2 項の要求事項に対して適合しないものでは

ない。 

窒素・空気ボンベの機器区分 

○構造強度について 

  高圧ガス保安法に適合する製品（合格品，認定品）を使用するため，耐圧性能としては，技

術基準規則に照らして十分な保安水準の確保ができる。 

○耐震性について 

  使用場所において，床面に固定したボンベラック等に保管し地震時においてもその機能を発

揮することができる。 

－以 上－ 
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＊高圧ガス保安法容器保安規則第１条に定義され

る「高圧ガスを充填するための容器であって地

盤面に対して移動することができるもの」

可とう管・レギュレータ（高圧ガス認定品）

ボンベ（移動式容器＊，リース品）

ボンベラック
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実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則への適合性 

条文 重大事故等クラス２機器 重大事故等クラス３機器 ボンベの適合性 
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第 55条 

（材料及び構造）

二 重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持

構造物に使用する材料は、次に定めるところによるこ

と。ただし、次に掲げる性能と同等以上の性能を有する

場合は、この限りでない。 

イ 重大事故等クラス２機器又は重大事故等クラス２支

持構造物が、その使用される圧力、温度、荷重その他

の使用条件に対して適切な機械的強度及び化学的成分

を有すること。 

ロ 重大事故等クラス２機器に使用する材料にあって

は、当該機器の最低使用温度に対して適切な破壊じん

性を有することを機械試験その他の評価方法により確

認したものであること。 

ハ 重大事故等クラス２機器に属する鋳造品にあって

は、有害な欠陥がないことを非破壊試験により確認し

たものであること。 

【解釈】 

３ 第２号に規定する「同等以上の性能を有する場合」に

は、当該機器及び支持構造物がその設計上要求される

強度を確保できるものであることを示すこと。 

三 重大事故等クラス３機器（重大事故等クラス３容器、

重大事故等クラス３管、重大事故等クラス３ポンプ又は

重大事故等クラス３弁をいう。以下同じ。）に使用する

材料は、当該機器が使用される圧力、温度、荷重その他

の使用条件に対して適切な機械的強度及び化学的成分を

有すること。 

【解釈】 

４ 第３号に規定する「適切な機械的強度及び化学的成分

を有すること」とは、例えば、日本工業規格等の適切な

規格及び基準に適合する材料とする。完成品として一般

産業品の規格基準へ適合している場合（消防法に基づく

技術上の規格を満たす消防車等）には、第３号の規定を

満たすものと解釈する。 

ボンベは，高圧ガス

保安法に適合する製

品を使用するため，

完成品として一般産

業品の規格・基準へ

適合するものであ

り，設計上要求され

る強度を確保できる

ものである。 

  五 重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持

構造物の構造及び強度は、次に定めるところによるこ

と。ただし、次に掲げる性能と同等以上の性能を有する

場合は、この限りでない。 

イ 重大事故等クラス２機器にあっては、設計上定める

条件において、全体的な変形を弾性域に抑えること。 

ロ 重大事故等クラス２機器に属する伸縮継手にあって

は、設計上定める条件で応力が繰り返し加わる場合に

六 重大事故等クラス３機器の構造及び強度は、設計上定

める条件において、全体的な変形を弾性域に抑えるこ

と。 

ボンベは，高圧ガス

保安法に適合する製

品を使用するため，

一般産業品の規格・

基準へ適合するもの

であって，設計上要

求される強度（耐圧

性能）を確保できる

参考



条文 重大事故等クラス２機器 重大事故等クラス３機器 ボンベの適合性 

おいて、疲労破壊が生じないこと。 

ハ 重大事故等クラス２管（伸縮継手を除く。）にあっ

ては、設計上定める条件において、疲労破壊が生じな

いこと。 

ニ 重大事故等クラス２容器及び重大事故等クラス２管

にあっては、設計上定める条件において、座屈が生じ

ないこと。 

ホ 重大事故等クラス２支持構造物であって、重大事故

等クラス２機器に溶接により取り付けられ、その損壊

により重大事故等クラス２機器に損壊を生じさせるお

それがあるものにあっては、設計上定める条件におい

て、延性破断及び座屈が生じないこと。 

【解釈】 

５ 第５号に規定する「同等以上の性能を有する場合」に

は、当該機器及び支持構造物がその設計上要求される

強度を確保できるものであることを示すこと。 

６ 第４号イ、第５号イ及び第６号に規定する「全体的な

変形を弾性域に抑えること」とは、本規程第１７条６

を準用するものをいう。 

ただし、第６号の重大事故等クラス３機器にあって

は、完成品として一般産業品の規格及び基準へ適合し

ている場合（消防法に基づく技術上の規格を満たす消

防車等）には、第六号の規定を満たすものと解釈す

る。 

＜17 条 6＞ 

６ 第８号イ及びロ、第９号イ、第１０号イ並びに第

１２号イの「全体的な変形を弾性域に抑えること」

とは、構造上の全体的な変形を弾性域に抑えること

に加え、材料の引張り強さに対しても十分な構造強

度を有することをいう。 

【解釈】 

６ 第４号イ、第５号イ及び第６号に規定する「全体的な

変形を弾性域に抑えること」とは、本規程第１７条６

を準用するものをいう。 

ただし、第６号の重大事故等クラス３機器にあって

は、完成品として一般産業品の規格及び基準へ適合し

ている場合（消防法に基づく技術上の規格を満たす消

防車等）には、第六号の規定を満たすものと解釈す

る。 

＜17 条 6＞ 

６ 第８号イ及びロ、第９号イ、第１０号イ並びに第

１２号イの「全体的な変形を弾性域に抑えること」

とは、構造上の全体的な変形を弾性域に抑えること

に加え、材料の引張り強さに対しても十分な構造強

度を有することをいう。 

ものである。 


